
第13回は、はじめて横浜市立大学のエクステンション講座として開催させていただきました。
そして申込状況から「ほぼいつメンと一緒に 看護のプロフェッショナリズムを語る」 というテー
マを設定しました。申込方法が変更になったこともあり、参加者は小人数となりましたが、リ
ラックスした雰囲気でゆっくり語り合うことができました。アンケートでは、8割の方が「心地よ
い場であった」「話しやすい雰囲気だった」「気づきが深まった」と回答してくださいました。

   主催者代表 佐藤 政枝

看護のプロフェッショナリズムを共有するワークショップ
NEWS LETTER

開催日時：2023年5月10日（水）13:00-15:00
参加者：10名（看護職、看護大学生、大学教員、大学院生）

●ワークショップ後のアンケート結果（一部抜粋） 回答6名
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⑤看護のプロフェッショナリズム
について考えることができた

⑬安心して参加できた ⑭話しやすい雰囲気だった

⑥対等な立場で学べた

■とても思う ■どちらかといえば思う ■どちらともいえない ■どちらかといえば思わない ■まったく思わない
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①面白かった ②楽しかった

⑦気づきが深まった ⑧自分が成長したという
実感がもてた
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⑨仕事・役割上の課題と関連づけて
取り組めた

⑮もっと経験したいと思った

⑪有益な経験となった

③満足感があった ④学習の機会となった

⑫心地よい場であった

自由記載で頂いた感想やご意見
• 学生から看護師と立場が変わり初の参加でしたが、様々な視点からお話をいただき、自分自身の気づきも多かったです
• 自分に関する新たな気づきを得ることができました
• 身近な方々の話をゆっくり聞く機会となり、また自分についてもこれまでよりもじっくりとお話することができました
• いつメンとは言え、普段はゆっくり話せる機会がないので心地よかったです。働くことは学ぶことでもあるという言葉を

いただき、またがんばろうと思いました。新メンバーを誘って、また参加したいです
• よく知ったメンバーですが、それぞれが大切にしていることを聴く機会となり貴重でした。みなさんの頑張りを受けて、

私も頑張らないとなと思いました
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⑯また参加したい
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⑩人生や仕事の経験を活用できた
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2023年5月 Vol.13

公立大学法人 横浜市立大学 医学部 看護学科 
基礎看護学 / 看護ケアシステム開発学    佐藤研究室（佐藤政枝）

E-mail：m_satoh@yokohama-cu.ac.jp Web：http://plaza.umin.ac.jp/~msatoh-ken/
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第13回 ワークショップの開催報告
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